
（3） 第 61 号　平成 24 年（2012 年）5 月 15 日京都市会だより
〔
市
長
提
出
議
案
〕

◆
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
22
会
計
予
算

　　

一
般
会
計
の
24
年
度
当
初
予
算
の
規
模
は
７
千
381

億
１
千
２
百
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、

1.1
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
営
企
業
会
計
な

ど
を
合
わ
せ
た
合
計
で
は
、
１
兆
７
千
131
億
３
千
３

百
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
5.9
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
計
別
の
予
算
額
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

平成24年度当初予算額（会計別）

会 　 計 　 別 24年度当初予算額 23年度当初予算額
対前年度比較
金額 率（％）

一 般 会 計 7,381億1,200万円 7,464億7,500万円 △83億6,300万円 △1.1

特 別 会 計 6,982億9,600万円 6,234億2,200万円 748億7,400万円 12.0

小 計 1兆4,364億  800万円 1兆3,698億9,700万円 665億1,100万円 4.9

公 営 企 業 会 計 2,767億2,500万円 2,474億8,600万円 292億3,900万円 11.8

水 道 事 業 654億5,500万円 569億2,500万円 85億3,000万円 15.0

公 共 下 水 道 事 業 1,183億1,600万円 1,003億3,100万円 179億8,500万円 17.9

自 動 車 運 送 事 業 222億9,100万円 222億1,100万円 8,000万円 0.4

高 速 鉄 道 事 業 706億6,300万円 680億1,900万円 26億4,400万円 3.9

合 計 1兆7,131億3,300万円 1兆6,173億8,300万円 957億5,000万円 5.9

　

２
月
定
例
会
で
は
、
３
月
２
日
に
24
年
度
一
般
会

計
予
算
な
ど
予
算
案
22
件
と
そ
の
関
連
議
案
25
件
を

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
同
委
員
会
で

は
、
局
別
の
質
疑
や
市
長
・
副
市
長
に
対
す
る
総
括

質
疑
な
ど
に
よ
る
審
査
を
行
い
、
３
月
26
日
に
全
て

の
審
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
の
本
会
議
で
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過

と
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
報
告
の
後
、
同
委
員
会
の

付
託
議
案
に
対
し
６
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
討
論
の
後
、
付
託
議
案
の
表
決
を
採
り
、
全
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
24
年
度
一
般
会
計
予
算
に
付
け
た
付
帯
決

議
（
全
文
）
は
、
２
面
の
と
お
り
で
す
。

　

以
下
、
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
の
過
程
に
お
け

る
委
員
か
ら
の
質
疑
・
意
見
や
理
事
者
か
ら
の
答
弁

の
う
ち
、
主
な
も
の
を
御
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　

今
回
の
予
算
は
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
な
柱
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
は

※

ば
た
け
未
来
へ
！
京み

や
こ

プ
ラ
ン

の
初
年
度
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
長
期
を
展
望
す
る

う
え
で
も
重
要
な
予
算
で
あ
る
。
今
後
４
年
間
の

取
組
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
観
点
を
し
っ
か
り
と

持
ち
、
必
要
な
経
費
の
捻
出
方
法
を
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ　

東
日
本
大
震
災
の
支
援
活
動
を
続
け
る
と
同
時

に
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

新
た
な
事
業
を
予
算
に
組
ん
だ
。
ま
た
、
は
ば
た

け
未
来
へ
！
京み

や
こ

プ
ラ
ン
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
９
割

の
事
業
に
つ
い
て
初
年
度
に
力
強
く
着
手
し
、
経

済
の
再
生
と
雇
用
の
創
出
に
取
り
組
み
、
公
約
の

全
て
の
事
業
を
４
年
間
で
実
施
で
き
る
よ
う
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
行
財
政
改
革
を
断

行
し
な
が
ら
実
行
し
て
い
く
。

Ｑ　

今
回
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障
関

係
費
の
自
然
増
を
補
う
た
め
の
財
源
確
保
の
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
京
都
市
と
社
会
福
祉
関
係
の
団
体

が
共
働
し
て
作
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
到
達
点
や

財
産
を
崩
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

社
会
福
祉
関
係
費
の
自
然
増
に
要
す
る
経
費
は
、

聖
域
な
く
事
務
事
業
を
見
直
し
、
そ
の
中
で
財
源

を
生
み
出
し
、
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
よ
り
効

果
的
で
効
率
的
な
執
行
方
法
の
検
討
や
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
妥
当
性
を
検
証
し
な
が
ら
あ
る
べ
き
制
度

に
見
直
し
て
い
く
。 

Ｑ　

関
西
広
域
連
合
へ
の
正
式
参
加
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
、
「
特
別
自
治
市
」
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

Ａ　

市
会
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
速
や
か
に
関
西
広

域
連
合
へ
の
参
加
に
向
け
た
手
続
を
進
め
、
５
月

市
会
に
お
い
て
、
正
式
参
加
す
る
た
め
の
連
合
規

約
改
正
案
を
議
案
と
し
て
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

ま
た
、
「
特
別
自
治
市
」
制
度
の
創
設
に
向
け

て
、
引
き
続
き
、
他
の
政
令
指
定
都
市
と
も
連
携

し
、
市
民
的
な
議
論
も
深
め
な
が
ら
、
制
度
の
在

り
方
の
調
査
研
究
を
行
い
、
国
等
に
対
し
て
積
極

的
な
提
案
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

公
契
約
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
考
え
と
進

め
方
を
聞
き
た
い
。

Ａ　

現
行
の
入
札
制
度
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
や
公

共
事
業
が
減
少
し
て
い
る
中
、
業
者
間
の
過
当
な

価
格
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
社
会
資
本
が
き
ち
ん
と
維
持
で
き

な
く
な
る
こ
と
や
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
雇
用

条
件
の
悪
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
公
共
工
事
・
サ
ー
ビ

ス
で
の
市
内
中
小
企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
や
適

正
な
労
働
条
件
の
確
保
、
地
元
雇
用
の
創
出
な
ど

を
総
合
的
に
目
指
す
、
公
契
約
に
関
す
る
基
本
条

例
を
４
年
間
の
う
ち
に
制
定
す
る
。

　
　

他
都
市
の
先
行
事
例
を
研
究
し
な
が
ら
、
本
年

４
月
に
は
、
条
例
の
制
定
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
る
。

○　

関
係
局
等
が
連
携
し
た
防
災
危
機
管
理
体
制
の

構
築
と
指
揮
命
令
系
統
の
明
確
化
に
よ
る
円
滑
な

危
機
対
応
。

○　

技
術
の
向
上
や
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
被
害
想

定
の
適
宜
見
直
し
。

○　

女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
。

○　

災
害
廃
棄
物
の
受
入
れ
基
準
を
明
確
に
し
た
う

え
で
の
支
援
の
必
要
性
及
び
受
入
れ
に
対
す
る
本

市
の
早
期
の
意
思
表
明
。

○　

原
子
力
発
電
事
故
が
起
き
た
場
合
の
他
府
県
と
の

連
携
も
含
め
た
琵
琶
湖
の
放
射
能
汚
染
へ
の
対
処
。

○　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
の
た
め
の
組
織
体
制
の
強
化
。

○　

上
下
水
道
局
施
設
に
お
け
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や

水
力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

設
置
拡
大
。

○　

官
民
が
連
携
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
に

よ
る
地
元
経
済
の
活
性
化
。

○　

古
典
の
日
の
法
制
化
に
向
け
た
本
市
の
今
後
の
取
組
。

○　

京
都
会
館
の
再
整
備
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
を

尽
く
す
必
要
性
。

○　

市
民
の
伝
統
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
普
及
さ
せ

る
た
め
の
公
共
施
設
で
の
率
先
し
た
伝
統
産
業
品

の
活
用
。

○　

府
内
自
治
体
と
の
格
差
解
消
に
向
け
た
子
ど
も

医
療
費
支
給
事
業
の
更
な
る
拡
充
。

○　

地
域
特
性
を
活
か
し
た
細
街
路
対
策
の
推
進
。

○　

重
要
橋
り
ょ
う
耐
震
化
予
算
の
増
額
に
よ
り
耐

震
化
計
画
を
前
倒
し
す
る
考
え
。

○　

長
寿
社
会
を
迎
え
て
ま
す
ま
す
出
動
要
請
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
救
急
隊
の
充
実
と
活
動
の
強
化
。

○　

市
独
自
の
取
組
に
よ
る
少
人
数
学
級
の
拡
充
。

○　

魅
力
あ
る
店
舗
の
出
店
な
ど
駅
ナ
カ
ビ
ジ
ネ
ス

の
充
実
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
。

○　

老
朽
化
配
水
管
の
更
新
の
着
実
な
推
進
。

　
「
特
別
自
治
市
」
制
度
と
は
・
・
・

　
　
現
行
制
度
で
国
や
道
府
県
の
事
務
と
さ
れ
て

い
る
も
の
も
含
め
、
地
方
が
行
う
べ
き
事
務
の

全
て
を
一
元
的
に
担
う
新
た
な
大
都
市
制
度
。

　
　
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、
住
民
の
利
便

性
の
向
上
、
行
政
全
体
の
コ
ス
ト
削
減
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
行
政
の
推
進
、
財
政
の
自
立

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

◆
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
８
会
計
補

正
予
算

　
　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
保
育
所
運
営
、
障
害
者
自
立

支
援
医
療
な
ど
に
要
す
る
経
費
や
国
の
３
次
補
正
に
よ

る
補
助
金
を
活
用
し
た
防
災
事
業
に
要
す
る
経
費
な
ど

を
増
額
す
る
一
方
、
国
庫
補
助
認
証
に
伴
う
公
共
事
業

費
の
減
額
及
び
中
小
企
業
金
融
対
策
預
託
金
、
生
活
保

護
扶
助
費
な
ど
見
込
み
を
下
回
っ
た
事
業
費
の
減
額
を

行
う
も
の
で
す
。

　
　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
及
び
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
、
国
庫
支
出
金
返
還
金
な

ど
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　

基
金
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
動
物
愛
護
事
業
推
進

基
金
を
新
設
し
、
寄
附
金
を
積
み
立
て
る
ほ
か
、
介
護

保
険
料
の
減
収
に
伴
い
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
追

加
で
取
り
崩
す
な
ど
の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　

補
正
額
は
、
総
額
で
△
157
億
２
千
万
円
で
す
。

　
　

そ
の
他
、
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
、
伝
統
的
な

木
造
建
築
物
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
条
例
の

制
定
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
制

定
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に

関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。
（
審
議
結
果
は
、
６
面
参
照
）

〔
議
員
提
出
議
案
〕

◆
市
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

　　

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
24
年
度

も
引
き
続
き
議
員
報
酬
を
10
％
削
減
す
る
も
の
で
す
。
議

員
報
酬
の
10
％
削
減
措
置
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

◆
京
都
市
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　　

委
員
会
が
参
考
人
の
出
席
を
求
め
る
場
合
に
、
議
長
へ

の
事
前
通
告
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

本
条
例
改
正
は
、
市
会
改
革
の
取
組
と
し
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。

（2）

付
帯
決
議
（
全
文
）

　

２
月
定
例
会
で
審
議
し
た
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

に
付
け
た
付
帯
決
議
の
全
文
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

今
後
の
公
共
工
事
の
入
札
・
発
注
に
つ
い
て
は
、
市

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
の
「
市

内
企
業
の
受
注
と
雇
用
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
て
公
契
約
基
本
条
例
を
制
定
す
る
と
同
時
に

入
札
制
度
を
改
革
す
る
」
を
実
行
す
る
た
め
に
も
、
従

来
の
よ
う
な
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
発
注
に
傾
倒
し
が
ち
で

あ
っ
た
方
法
を
改
め
、
京
都
市
内
企
業
が
よ
り
多
く
受

注
で
き
る
方
法
を
採
る
こ
と
。

　
　

特
に
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
巨
額
物
件
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
限
り
府
や
他
都
市
が
採
っ
て
い
る
も
の
と

同
様
な
方
法
に
す
る
と
と
も
に
、
設
計
図
書
（
発
注
仕

様
書
）
に
は
、
市
内
に
本
社
や
工
場
が
所
在
す
る
事
業

者
か
ら
施
設
・
資
材
・
技
術
を
含
め
て
調
達
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
。　

　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
全
会
一
致
）

２　

東
日
本
大
震
災
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脚
光

を
浴
び
て
い
る
。
本
市
も
平
成
24
年
度
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
一
層
充
実
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
証
実
験
な
ど
の
取
組
に
加
え
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
高
効
率
に
使
用
す
る
省
エ
ネ
政
策
を
推
進

す
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
全
会
一
致
）

３　

全
国
的
に
土
地
の
先
行
取
得
は
減
少
し
て
き
て
お
り
、

土
地
開
発
公
社
の
役
割
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た

め
、
千
葉
市
、
大
阪
市
を
は
じ
め
、
各
政
令
市
で
は
土

地
開
発
公
社
の
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
も
こ
れ

ら
外
郭
団
体
の
整
理
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
平
成
25

年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と
し
て
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革

推
進
債
の
発
行
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
支
払
利
息
の
一

部
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
国
が
財
政
措
置
を
講
じ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
京
都
市
土

地
開
発
公
社
の
存
在
意
義
は
薄
れ
て
お
り
、
平
成
24
年

度
に
行
わ
れ
る
方
針
決
定
に
お
い
て
は
、
組
織
の
整
理
、

縮
小
の
方
向
で
臨
む
こ
と
。　
　
　
　
　

  

（
全
会
一
致
）

４　

京
都
市
の
校
内
暴
力
行
為
の
発
生
件
数
は
、
小
・
中

学
校
と
も
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
。
こ
れ
ら
暴
力

行
為
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
の
う
え
、
抜
本
的

な
解
決
に
向
け
目
標
を
定
め
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

（
全
会
一
致
）

５　

今
般
、
自
主
防
災
ス
ー
パ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
一
定
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

既
に
養
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
約
１
８
０
０
０
人

の
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
の
連
携
が
明
確
に
示
さ
れ
て

い
な
い
。
各
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
ス
ー
パ
ー
リ
ー

ダ
ー
と
既
存
の
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
の
連
携
を
市
民

に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
訓
練
に
も
そ
れ
が
い
か
さ

れ
る
よ
う
組
織
を
構
築
す
る
こ
と
。

　
（
自
＝
○
、
共
＝
×
、
民
＝
○
、
公
＝
○
、
京
＝
○
、
み
・

無
＝
○
）

６　

本
市
で
は
約
３
４
０
０
０
人
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

が
養
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
場
で
は
そ
れ
が
十
分

に
い
か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

行
政
と
の
連
携
の
下
、
活
躍
の
場
が
広
が
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。

　
（
自
＝
○
、
共
＝
×
、
民
＝
○
、
公
＝
○
、
京
＝
○
、
み
・

無
＝
○
）

７　

有
料
指
定
袋
収
入
は
環
境
共
生
市
民
協
働
基
金
に
繰

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
有
料
化
財
源
を
効
果
的
に
活
用

す
る
よ
う
図
ら
れ
て
い
る
。
ご
み
の
減
量
の
た
め
の
市

民
の
努
力
に
一
層
報
い
る
よ
う
、
各
事
業
へ
の
有
料
化

財
源
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
環
境
政
策
局
主
導
で
明
確

な
適
用
基
準
を
定
め
、
政
策
目
的
や
内
容
に
よ
っ
て
適

用
事
業
を
精
査
す
る
こ
と
。

　
（
自
＝
○
、
共
＝
×
、
民
＝
○
、
公
＝
○
、
京
＝
○
、
み
・

無
＝
○
）

自
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団

共
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

民
＝
民
主
・
都
み
ら
い
京
都
市
会
議
員
団

公
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団

京
＝
地
域
政
党
京
都
党
京
都
市
会
議
員
団

み
・
無
＝
み
ん
な
の
党
・
無
所
属
の
会

２
月
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
議
案
の
概
要

○＝付帯決議に賛成
×＝付帯決議に反対

24
年
度
予
算
の
審
査

予
算
全
般
に
つ
い
て

大
都
市
制
度
、
特
別
自
治
市
等
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
後
の
防
災
対
策
、
原
子
力

災
害
へ
の
対
応
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
に
つ
い
て

公
契
約
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

そ
の
他
議
論
さ
れ
た
主
な
事
項

※　

は
ば
た
け
未
来
へ
！
京み
や
こ

プ
ラ
ン

　
　

京
都
市
基
本
計
画
。
平
成
23
年
度
か
ら
10
年
間
の
京
都
市
の

　
　

都
市
経
営
の
基
本
と
な
る
計
画
。

「はばたけ未来へ！京プラン」冊子


